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お問い合わせは

☎56-5005
総　務　課

救出救護班
生き埋め者などの救出
負傷者の応急手当

情　報　班
災害情報の伝達
安否の確認

・危険箇所の把握
・避難先の把握

　突然の災害では、地域の皆さんで協力し合うことが大切です。自主防災組織では、行政機関との調整や
防災訓練の実施など、緊急時に地域一丸となって対応できるための活動を行います。

・市役所、消防署と連絡調整
・研修会、防災訓練の実施

・給水場所の把握
・避難先の周知
・要援護者の把握

・家庭内の安全点検の指導
・消火器などの点検

・防災資機材の点検
・救急講習の受講

本部・防災連絡員
各班との連絡
市役所、消防署などへの連絡

給食給水班
救援物資の配布協力
炊き出し

避難誘導班
避難経路の安全確認
お年寄りなどの避難誘導

消　火　班
出火防止の呼びかけ
初期消火

自主防災
組織の
活動例

災害時の助け合いのために自主防災組織を結成しましょう
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９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」、
８
月
30

日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
「
防
災
週
間
」
で

す
。「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
災
害
に
よ
る
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
も
日
ご
ろ

か
ら
「
も
し
も
」
を
想
定
し
た
心
構
え
と

準
備
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
か
ら
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
共
に
助
け

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
庭
や
地
域
の
災
害
に

対
す
る
備
え
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
か
。

地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
に

　

市
で
は
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

毎
年
「
防
災
訓
練
」
と
「
土
砂
災
害
防
災

訓
練
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、「
防
災
を
考
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
萌
志
会
）」
と
共
催
で

「
市
民
防
災
訓
練
」
と
初
の
「
防
災
運
動

会
」
を
行
い
、
２
３
４
名
の
参
加
者
が
防

災
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、
防
災
関
係
者

と
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
で
地
域
の
防

災
力
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
「
土
砂
災
害
防
災
訓
練
」
で
は
、
79
名

が
避
難
訓
練
や
土
砂
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
災
害
に
対
す
る

普
段
か
ら
の
準
備
の
大
切
さ
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
「
市
民
防
災
訓
練
」
は
８
月
31

日
㈯
午
前
９
時
よ
り
船
場
公
園
で
実
施
し

ま
す
。
昨
年
同
様
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
内

容
で
分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
学
べ
る
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
町
内
会

を
通
じ
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。自

主
防
災
組
織
を
つ
く
ろ
う

　

日
本
は
世
界
有
数
の
地
震
国
で
す
。
平

成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
以
降
も
震
度
４
以
上
の
地
震
が
各
地

で
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
い
つ
ど
こ
で

大
き
な
地
震
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

万
が
一
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

場
合
に
は
、
消
防
な
ど
の
行
政
機
関
も
被

害
を
受
け
て
し
ま
い
、
救
助
の
遅
れ
や
救

助
で
き
な
い
事
態
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
災
害
発
生
直
後
は
「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
考
え
に
立

ち
、町
内
会
な
ど
が
地
域
一
丸
と
な
っ
て
、

活
動
す
る
自
主
防
災
組
織
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
単
一
の
町
内
会
を

母
体
に
し
て
結
成
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、
い
く
つ
か
の
町
内
会
や
小
学
校

な
ど
の
校
区
単
位
で
結
成
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
設
置
し
、
平
時
か
ら

災
害
時
に
備
え
、
連
絡
網
の
整
備
や
危
険

箇
所
の
把
握
、
救
急
講
習
の
受
講
な
ど
、

住
民
自
ら
が
主
体
的
に
防
災
活
動
・
訓
練

に
取
り
組
む
環
境
づ
く
り
を
整
備
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

平成24年9月1日に行われた「市民防災訓練」と「防災運動会」の様子

▲赤十字奉仕団と自衛隊による炊き出し訓練 ▲簡易担架・安心安全リレー ▲土のう積みリレー

災害被害を最小限に、安心安全な地域づくり

「もしも」のために備えよう!
９月１日は「防災の日」

町
内
会
で
話
し
合
い
を

　

留
萌
市
に
お
い
て
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
て
い
る
の
は
、
45
町
内
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
平
成
25
年
７
月
１
日
現
在
）

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

水
道
や
ガ
ス
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
混
乱

が
生
じ
、
防
災
機
関
の
み
で
は
十
分
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
災
害
時
の
活
動
内
容
を

想
定
し
、
誰
が
何
を
受
け
持
ち
、
ど
の
よ

う
な
活
動
を
行
う
の
か
な
ど
を
皆
さ
ん
で

話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
決

め
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

事
務
費
の
一
部
を
助
成

　

市
で
は
自
主
防
災
組
織
を
設
置
し
た
町

内
会
の
世
帯
数
に
応
じ
て
１
世
帯
当
た
り

１
０
０
円
を
事
務
費
の
一
部
と
し
て
助
成

し
ま
す
。

　

助
成
対
象
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
、
前

年
度
末
ま
で
に
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し

た
町
内
会
に
一
回
限
り
助
成
し
ま
す
。

　

市
民
防
災
訓
練
や
自
主
防
災
組
織
の
結

成
に
つ
い
て
な
ど
、
詳
細
は
市
・
総
務
課

危
機
対
策
係
（
☎
56
―
５
０
０
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
災
ガ
イ
ド･

マ
ッ
プ
を
作
成

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
を
高
め
、

災
害
に
備
え
る
た
め
の
心
構
え
や
避
難
所

の
位
置
、
災
害
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
想

定
な
ど
を
掲
載
し
た
「
留
萌
市
防
災
ガ
イ

ド
・
マ
ッ
プ
」
を
今
年
２
月
に
作
成
し
、

町
内
会
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し

た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
避
難
場
所

を
確
認
し
、
家
族
の
連
絡
先
な
ど
を
書
き

込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、防
災
ガ
イ
ド
・
マ
ッ
プ
は
、市
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.e-rum

oi.
jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。


